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第Ⅰ部 基礎概念と研究現場
� 章 フロントランナーに聞く ( 座談会 )　網井 秀樹・市川 淳士・萩原 理加・森澤 義富
� 章 研究の歴史と将来展望　森澤 義富・萩原 理加・市川 淳士
� 章 フッ素化学基礎の基礎
 Basic concept-� 無機フッ素化学の基礎　松本 一彦
 Basic concept-� 有機フッ素化学の基礎　網井 秀樹
 Basic concept-� 含フッ素高分子の基礎　栗岡 智行・稲木 信介
第Ⅱ部 研究最前線 
➀ 「フッ素の謎」の解明を目指す物理化学 
� 章 パーフルオロアルキル化合物の物性を分子構造から理解する　長谷川 健
� 章 ハロゲン結合の方向依存性の量子化学計算による解析　都築 誠二
� 章 フッ素系機能材料を指向する結晶工学　片桐 利真
� 章 部分フッ素化リン脂質二分子膜の生物物理化学　園山 正史
➁ 無機材料化学におけるフッ素の応用 
� 章 フルオロハイドロジェネートイオン液体　萩原 理加・松本 一彦
� 章 フッ化物錯体平衡による電気化学材料の創製　水畑 穣
� 章 酸化フッ化物系機能性ガラス材料の創出　米沢 晋
➂ 進展を続ける有機フッ素化学 
� 章 PET イメージング剤の開発と臨床応用　山口 博司
� 章 触媒的不斉フッ素化反応の最近のトピックス　住井 裕司・柴田 哲男

�� 章  α－フルオロカルボカチオンを中間体とする有機合成反応 
  　　 渕辺 耕平・藤田 健志・市川 淳士
�� 章 可視光反応による有機フッ素化合物の合成　矢島 知子
�� 章 芳香族トリフルオロメチル化　網井 秀樹
�� 章 遷移金属錯体を用いたテトラフルオロエチレンの分子変換反応　土井 良平・生越 專介
➃ フッ素材料開発の新潮流 
�� 章 フッ素系高分子の精密合成とフルオラス性ナノ構造材料の創出　寺島 崇矢
�� 章 フッ素系高分子ナノ粒子の調製と応用　澤田 英夫
�� 章 オクタフルオロシクロペンテンを基盤とする高分子合成 　福元 博基・吾郷 友宏
�� 章 含フッ素かご型シルセスキオキサン材料　中 建介
トピックス  
➀ フルオロアルケンの触媒的メタセシス反応　髙平 祐介
➁ 物理的な耐久性を示す超撥水塗膜の調製とその着雪防止性能の評価　山口 央基
➂ リチウムイオン電池用電解液　高橋 幹弘
➃ 半導体製造用エッチングガスの動向（フッ素系材料を中心に）　高橋 至直
➄ 含フッ素硫黄化合物（SF� 系フッ素化剤と芳香族 SF� 化合物）　親 潤一
➅ フッ化水素の高純度化　平野 一孝
➆ フッ素のリサイクル　神谷 武志・山口 浩史
➇ 電池用途で利用されるフッ素化学品：PVDF　小林 正太  
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フッ素化合物の活躍の場は拡大の一途をたどっている．

一方，フッ素化合物の化学はやや特殊なものとみなされ，

その本質的な解明がやや置き去りにされてきた．

本書では , 最先端で高機能性フッ素系材料の創製や独創的

な合成反応の開発を目指している研究者の成果を集め，

フッ素化学の基礎から応用までを系統的に紹介した．



割引販売のご案内

日本化学会春期年会にて，本書を含めた書籍を 15 ～ 20%引
きで販売いたします．

CSJ カレントレビューシリーズの最新刊を含めた既刊書，元
素手帳 2024，定番教科書，新刊読み物など，全点が割引にな
ります．

日本大学理工学部船橋キャンパスの展示会場の化学同人ブー

スまで，ぜひお越しください！


